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議
員

高
齢
化
が
急

激
に
進
む
中
で
、
孤

立
し
が
ち
な
介
護
予

防
す
べ
き
方
々
を
支

え
る
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
こ
と
が
、
本
市

の
課
題
の
一
つ
で
は

な
い
か
。
高
齢
者
の

現
状
は
。

福
祉
部
長

65
歳
以

上
の
高
齢
者
数
１
万

２
４
３
４
人
（
平
成

16
年
６
月
１
日
現
在
）

で
、
高
齢
化
率
10
・

91
％
、
高
齢
者
単
独
世
帯
数
２

２
２
５
世
帯
、
高
齢
者
夫
婦
世

帯
数
２
３
６
５
世
帯
、
痴
呆
性

高
齢
者
は
推
計
で
８
０
０
人
前

後
と
思
わ
れ
ま
す
。

議
員

高
齢
者
単
独
、
夫
婦
等

の
安
否
を
確
認
す
る
体
制
は
。

ま
た
、
利
用
し
た
い
場
合
の
窓

口
と
知
る
方
法
は
。

福
祉
部
長

本
市
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
で
は
、
緊
急
時
連
絡
シ

ス
テ
ム
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
生

活
援
助
活
動
員
等
の
派
遣
、
愛

の
一
声
運
動
等
が
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
方
法
は
、
庁
舎
長
寿
介

護
課
内
に
、
基
幹
型
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

議
員

高
齢
者
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
相
談
体
制
は
。

福
祉
部
長

相
談
窓
口
は
、
市

内
６
ヵ
所
に
あ
る
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
が
中
心
で
、
今
後
の
課

題
と
し
て
、
民
生
委
員
、
地
域

型
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護

支
援
専
門
員
、
病
院
・
診
療
所

等
の
関
係
機
関
に
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
、
相
談
体
制
を

整
備
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員

ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
局
を
開
設
し
、

安
否
確
認
利
用
を
提
案
。「
福

祉
の
駅
」
構
想
は
。

福
祉
部
長

在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
を
地
域
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の
機
能
に
位
置
づ
け
、

行
政
、
地
域
住
民
、
関
係
機
関
、

例
え
ば
、
警
察
、
消
防
署
、
郵

便
局
、
商
工
会
、
コ
ン
ビ
ニ
、

新
聞
配
達
等
が
一
体
と
な
り
、

地
域
見
守
り
体
制
を
構
築
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

議
員

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
、
高
齢
者
が
高
齢
者
を
支
え

る
シ
ス
テ
ム
も
含
め
「
福
祉
の

駅
」
構
想
の
早
期
整
備
を
要
望
。

平
成
16
年
度
の
税
源
移
譲
に

つ
い
て
、
国
庫
補
助
負
担
金
の

廃
止
に
伴
う
本
格
的
な
税
源
移

譲
が
先
送
り
さ
れ
、
地
方
交
付

税
等
の
地
方
一
般
財
源
の
削
減

の
み
が
突
出
し
た
対
策
は
、
本

市
の
行
財
政
運
営
に
致
命
的
な

打
撃
を
与
え
て
い
る
。

三
位
一
体
改
革
が
地
方
分
権

の
理
念
に
基
づ
い
た
真
の
地
方

分
権
改
革
と
な
る
よ
う
、
以
下

の
実
現
を
強
く
求
め
る
。

１

地
方
交
付
税
制
度
に
つ
い

て
は
、
財
源
保
障
及
び
財
源

調
整
の
両
機
能
を
堅
持
し
、

地
方
の
実
情
等
を
十
分
踏
ま

え
、
そ
の
所
要
総
額
を
確
保

す
る
こ
と
。

２

税
源
移
譲
に
つ
い
て
は
、

平
成
17
年
度
に
お
い
て
基
幹

税
に
よ
る
３
兆
円
規
模
の
税

源
移
譲
を
先
行
決
定
し
、
実

施
す
る
こ
と
。

３

国
庫
補
助
負
担
金
に
つ
い

て
は
、
地
方
分
権
の
理
念
に

沿
っ
た
廃
止
・
縮
減
を
行
う

と
と
も
に
、
地
域
の
実
態
を

踏
ま
え
、
単
な
る
地
方
公
共

団
体
へ
の
負
担
転
嫁
は
絶
対

行
わ
な
い
こ
と
。

４

三
位
一
体
改
革
に
当
た
っ

て
は
、
全
体
像
と
工
程
表
を

早
急
に
示
し
、
地
方
公
共
団

体
の
意
向
を
十
分
尊
重
し
、

行
財
政
運
営
に
支
障
が
生
ず

る
こ
と
が
な
い
よ
う
対
処
す

る
こ
と
。

森
林
は
、
二
酸
化
炭
素
を
吸

収
し
て
、
酸
素
を
大
気
に
供
給

す
る
と
と
も
に
、
雨
水
を
一
定

期
間
保
つ
保
水
能
力
が
あ
り
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
国
土
の
保

全
を
図
る
上
で
、
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

終
戦
直
後
、
木
材
生
産
を
増

や
す
た
め
に
杉
が
大
量
に
植
林

さ
れ
、
現
在
、
伐
採
時
期
を
迎

え
て
い
る
。
し
か
し
、
価
格
の

安
い
外
国
産
木
材
が
大
量
に
輸

入
さ
れ
て
い
る
た
め
、
国
内
産

木
材
は
売
れ
ず
、
多
く
の
森
林

は
間
伐
・
枝
打
ち
が
さ
れ
な
い

ま
ま
放
置
さ
れ
荒
廃
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
森
林
で
は
、
降
っ
た

雨
水
が
一
挙
に
川
に
流
れ
出
る

た
め
、
洪
水
の
危
険
度
が
増
す

と
と
も
に
、
表
土
も
流
れ
出
る

た
め
に
川
の
汚
染
の
原
因
に
も

な
る
。

健
全
な
国
土
の
保
全
の
た
め

に
は
、
森
林
の
間
伐
・
枝
打

ち
・
伐
採
、
植
林
な
ど
、
森
林

の
木
材
サ
イ
ク
ル
を
保
つ
必
要

が
あ
る
。
国
内
産
木
材
の
利
用

を
増
や
し
、
木
材
サ
イ
ク
ル
を

円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
以
下
の
対
策
を
求
め

る
。

１

国
産
材
利
用
促
進
の
た
め

の
諸
施
策
を
講
ず
る
こ
と
。

２

国
有
林
・
県
有
林
の
間
伐
・

枝
打
ち
は
、
国
・
県
の
責
任

で
行
う
こ
と
。

３

民
有
林
の
間
伐
・
枝
打
ち

を
促
進
す
る
た
め
、
補
助
制

度
を
つ
く
る
こ
と
。
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斎藤　直子　議員�

今
定
例
会
で
は
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
２
件
の
意
見
書
が
提

出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
な

お
、２
件
の
意
見
書
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

地
方
分
権
を
確
立
す
る
た
め
の

真
の
三
位
一
体
改
革
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書

森
林
の
保
全
再
生
を
求
め
る

意
見
書

． ．

．．

．．．

▲暑い夏は涼しい福祉センターでひとときを

今
回
の
市
税
条
例
の
改
正
は
、

国
か
ら
地
方
へ
の
財
政
支
出
大

幅
削
減
の
も
と
、
地
方
自
治
体

と
住
民
の
負
担
で
穴
埋
め
を
行

う
た
め
の
「
改
正
」
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
市
民
税

均
等
割
り
の
引
き
上
げ
、
生
計

同
一
の
妻
に
対
す
る
非
課
税
措

置
の
廃
止
、
老
年
者
控
除
の
廃

止
な
ど
、
大
幅
な
市
民
負
担
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改

正
の
う
ち
市
民
へ
の
影
響
額
の

最
も
大
き
な
も
の
が
老
年
者
控

除
の
廃
止
で
、
今
、
高
齢
者
の
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生
活
は
、
年
金
が
引
き
下
げ
ら

れ
る
中
、
介
護
保
険
料
の
引
き

上
げ
、
医
療
費
の
負
担
増
な
ど

厳
し
い
生
活
実
態
と
な
っ
て
お

り
、
市
税
条
例
の
改
正
は
、
高

齢
者
の
暮
ら
し
を
さ
ら
に
追
い

詰
め
る
も
の
で
あ
り
、
到
底
認

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

経
済
・
財
政
状
況
等
を
踏
ま

え
、
持
続
的
な
経
済
社
会
の
活

性
化
を
実
現
す
る
た
め
、
あ
る

べ
き
税
制
の
構
築
に
向
け
た
改

革
の
一
環
で
す
。
退
職
後
の
余

生
が
短
い
時
代
で
は
な
く
な

り
、
年
齢
だ
け
で
高
齢
者
を
特

別
扱
い
す
る
制
度
に
つ
い
て

は
、
見
直
し
の
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
税
制
負
担

の
公
平
を
図
る
た
め
、
高
齢
者

に
対
し
て
も
担
税
力
に
応
じ
た

負
担
を
求
め
る
観
点
か
ら
老
年

者
控
除
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な

っ
た
も
の
で
、
国
の
地
方
税
に

関
す
る
制
度
改
正
に
基
づ
く
市

民
税
の
非
課
税
措
置
の
整
理
合

理
化
は
、
必
要
な
措
置
で
あ
る

と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

標
準
的
な
年
金
だ
け
で
暮
ら

し
て
い
る
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
課
税
さ
れ
な
い
と
の

こ
と
で
あ
り
、
適
切
な
配
慮
が

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

消
費
税
は
、
所
得
に
か
か
わ

ら
ず
、
生
活
に
か
か
わ
る
あ
ら

ゆ
る
分
野
を
一
律
に
課
税
の
対

象
と
す
る
も
の
で
、
所
得
の
低

い
人
ほ
ど
、
そ
の
負
担
割
合
が

大
き
く
な
る
、
非
民
主
主
義
的

で
不
公
平
な
税
制
で
す
。
加
え

て
問
題
な
の
は
、
逆
進
性
の
高

い
消
費
税
が
、
打
ち
出
の
小
づ

ち
の
よ
う
に
簡
単
に
財
政
を
生

み
出
す
道
具
と
し
て
、
そ
れ
も
、

大
企
業
減
税
の
穴
埋
め
と
、
む

だ
遣
い
に
よ
る
財
政
赤
字
の
穴

埋
め
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
で
す
。
日
本
の
企
業
の
税
と

社
会
保
障
の
負
担
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
の
５
割
か
ら
７
割
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
消
費
税
を
増
税

す
る
前
に
、
利
益
を
上
げ
て
い

る
大
企
業
に
応
分
の
負
担
を
求

め
る
べ
き
で
あ
り
、
財
政
赤
字

を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
む
だ

な
大
型
公
共
事
業
に
メ
ス
を
入

れ
る
べ
き
で
す
。
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
自
治
体
議
会
と
し

て
、
国
に
意
見
を
上
げ
る
の
は

当
然
の
こ
と
で
す
。

日
本
共
産
党

庄
司
　
　
慎

議
員

賛成�
平
成
会

斎
藤
　
直
子

議
員

賛成�
日
本
共
産
党

岡
嵜
　
郁
子

議
員

本会議と委員会の傍聴�請願のしくみ�

�
　本会議場には、一般傍聴席が53席（車いす席2席
含む）が設けられています。市役所8階の傍聴席入口
にある受付簿に住所・氏名などを記入すれば、だれで
も傍聴ができます。�
　聴覚障害のある人のために、一般質問を手話通訳に
よって傍聴することもできますので、あらかじめご来
庁の日時がわかれば、議会事務局までご連絡ください。
　また、車いすで傍聴をご希望の人は、係員がご案内
します。�
�
�
　議会では、市民に開かれた議会を目指して、平成
15年12月定例会から、常任委員会での議案・請願
の審査について公開しています。傍聴席数は、各委員
会とも一般用5席です。�
　委員会の開催時間は、原則として午前10時からで、
傍聴の受け付けは1時間前から行い、30分前の時点
で定員を超えた場合は抽選となります。なお、開催時
間が都合により変更された場合は、その1時間�
前から受け付けを開始します。�

　市民の皆さんが、市政などについて市議会に要望で
きる制度です。定例会開会日の3日前までに提出され
た請願は、その定例会中に審査されます。�

○請願書の書き方�
１．請願は紹介議員が必要です（1人でも可）。�
２．要旨や理由は、簡単明瞭に記載してください。�
３．場所を指定するものは、略図などを添付してください。�
４．請願の提出は、1項目ごとに。2項目以上あるときは、�
　　1項目ごとに分けて提出してください。�
５．陳情は議場配布のみとなります。なお、郵送に�
　　よる陳情は、受け付けていません。�

本会議�

常任委員会�

（請願様式）�

○○に関する請願�

紹介議員�

○ ○ ○ ○  賤�

○ ○ ○ ○  賤�

件名　○○に関する請願�
要旨　○○○○してください。�
理由　○○○○○○○○○○�
�

上記のとおり請願いたします。�

平成○年○月○日�

戸田市議会議長　○○○○様�
　　　請願代表者�
　　　住所�
　　　氏名　 　　　　賤�
　　　電話　 　　他○名�

議会事務局　蕁441-1800（内線524）�

提
出
さ
れ
た
議
案
審
議
の

最
終
段
階
で
、
賛
成
や
反
対

の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を

「
討
論
」
と
い
い
ま
す
。
本

定
例
会
の
最
終
日
に
、
次
の

議
案
お
よ
び
請
願
に
対
し
て

討
論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結

果
、
条
例
に
つ
い
て
は
原
案

ど
お
り
に
可
決
、
請
願
に
つ

い
て
は
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
要
旨
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。


